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インタビューインタビューインタビューインタビュー | ヨルグヨルグヨルグヨルグ・・・・ヴォレヴォレヴォレヴォレ、、、、DKSH（（（（チューリッヒチューリッヒチューリッヒチューリッヒ））））

CEO兼代表取締役社長兼代表取締役社長兼代表取締役社長兼代表取締役社長 

«2010年年年年はとてもはとてもはとてもはとても楽観楽観楽観楽観視視視視していますしていますしていますしています» 
 
DKSHの社長は、新年度について非常に楽観的な見通しを持っており、
新たな成長と持続のチャンスと捉えている。ヨルグ・ヴォレはこの点に

ついて、また株式公開を検討していない理由、そしてアジアで体験した

スイスへの望郷の念について語ってくれた。 

 
危機的な年であった2009年にもDKSHは4.8%の成長を達成しました。今
年も再び記録的な成長を見込んでいるのですか？ 

ヨルグ・ヴォレ：第1四半期にDKSHは約8%の売上増を計上し、そして
EBITでは約25%の成長となりました。私どもは2010年の事業年度にさ
らに成長できるものと非常に楽観的に考えています。 

 
2009年という危機的な年はアジアでどのような影響が見られましたか？ 

ヴォレ：アジアは深刻な景気後退は経験せずに済んでおり、欧米の先進

工業諸国よりもはるかに急速に回復しつつあります。アジア開発銀行に

よれば今年はアジアで7.5%の成長が見込まれます。弊社にとって常に重
要度が高いのがアジア域内の貿易です。つまり、アジア製品を他のアジ

ア市場に販売するということです。さらに弊社では、地元メーカーと、
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国内市場を対象とするマーケティング活動を行い、販売網を提供すると

いう内容の契約を結ぶケースも増えています。例えば、タイの製品をタ

イ国内で販売するという事業も弊社では行っていますが、これは弊社に

委託したほうが自社で営業を行うよりも効率的だということが広く認識

されているからです。 

 
御社は今後もアジアでメーカーの現地法人を買収する考えですか？昨年

は中国と台湾のエリコンシステム(Oerilkon Systems)を買収なさいまし
たが。 

ヴォレ：ええ。 ヴァイニッヒ（Weining） の日本法人も傘下となりま
したが、ここは木工機械の製造では世界でもトップクラスの技術を持っ

ています。さらにシェルのタイ法人からは、自動車やオートバイのディ

ーラーやサービスステーションにオイルや化学製品を卸している営業部

門を買収しました。これで30か所の配送センターと300人の外勤職員で
構成される既存の業務組織がまるまる弊社の傘下に入ったわけです。こ

れはウィン-ウィンの状況でして、弊社側はより優れた製品をより効率的
に提供できますし、シェルのインフラをDKSHの設備として使えますの
で、今までとは比較にならないほど大規模なプラットフォームを手にす

ることができました。一方シェルの側は固定コストを節約して中核業務

に専念できるようになりました。さらに弊社の既存ポートフォリオの一

部として新たに同種の商品を、この流通ルートを使って販売できるよう

にもなりました。 

 
他の国でもシェルが同じことをする可能性はあると考えていますか？ 

ヴォレ：もちろんです。この実績が何よりも雄弁な理由となっています。 
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DKSHが最大の成長のチャンスと見ているのはどこですか？ 

ヴォレ：例えばバイヤスドルフ（Beiersdorf）と締結しているような、
ひとつの国から他の国々へと展開していくような業務提携と、アジアの

地元メーカーを含む新たなメーカーを発掘していくことの両方を実行す

ることによって、弊社は成長してまいりました。さらに、明確な目的を

持ったM&Aを行って、業務を拡張しています。さらにエリコンシステム
（Oerlikon Systems）やシェルとの例が示すように、各地で既存の製造
もしくはサービスのインフラを継承するよう常に努めています。既存の

ブランドでも弊社から見ればまだまだ大きな成長の可能性を秘めている

ことがわかるのです。 

 

株式公開についてはいかがです？ 

ヴォレ：弊社はすでに少し前から資本市場への対応を始めており、その

証拠として、2008 年には新たな株主を受け入れるとともに、増資を行
いました。トップクラスの投資家の皆さんが弊社に興味を持って下さっ

ており、スイス銀行協会の元総裁のピエール・ミラボー氏も新たな株主

になってくれました。現時点では私としては今までと同様に、株式の店

頭公開を必要とすべき理由はまったくないと思っています。 


